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巻�頭�言�

　過日の新聞記事に，�「大学入試過去問題の大学間での共有化�（リサイクル？）�」�ら�し�き�

内容の記事が掲載されていま�し�た。そのとき思ったのは，入試問題作成時の材料さが�

し�に使うエネルギーが，教科書作成時の過程に似ているなということで�し�た。と同時�

に，教科書出版各社もそれぞれの副読本と�し�ての「リーディング教材」を作成�し�てい�

ますが，暗いニュースがテ�レ�ビ�から流れることが多くなった今日この頃を考えると，�

英語学習の「心から感動する読み物教材」の共有化，つまり過去の教科書の題材の中�

で，人気のあった「読み物教材」の共有化はできないものかということで�し�た。当然，�

利益追求の各民間会社ではありますが，共通の目的は健全な日本人の育成に貢献する�

ことであるのは間違いないと思いま�し�た。�

　附属幼稚園�（現：園長兼務）�のクリスマス会で，オスカー・ワイル�ド�の�『幸せの王子』�

のアニメを園児に見せる場面がありま�し�た。体のサイズこそ小さいですが，心は私た�

ち大人と同�じ�「小さな人格者」たちが感動�し�ている姿には驚きま�し�た。人を思いやる�

心の育成はあらゆる教科を通�し�てできるわけですが，特に諸々の条件制約により，英�

語の教科書では十分に盛り込めないのも現実です。ある高校「リーディング」教科書�

の作成に参加�し�ていたときのこと，過去の名作を中心に作られた立派な教科書も売れ�

行きが当初は伸び悩みで�し�た。理由は，使用する先生方の興味は，科学もの・環境問�

題・実用英語などで，学習者の心を感動させる文学作品のような内容にはないとのこ�

とで�し�た�（現在の大学，一般教養科目の英語もそうら�し�いです）�。�

　�「教養 vs. 実用」�の話題がいつの世にも出現�し�，特に最近は実用面が強調されがちで�

す�が，例�え�ば，�“what to speak”vs.“how to speak”の�２�つ�の�視�点�か�ら�考�え�て�も，�

whatの面がいかに大切かを再考�し�てみたいものです。�また，�現場では，�授業時数，�購�

入予算，生徒への学習負担，コ�ピ�ーの著作権法違反問題など，課題はいろいろありま�

すが，�「心を育てる教材」の利用方法，�「ゆっくり考えさせる時間」の確保について再�

考�し�たいものです。それ以前に，まず先生方に�「何事にも感動する心」�「知的好奇心」�

の復活を再考�し�ていただきたい。�
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ラ�イ�テ�ィ�ン�グ指導の一工夫� ラ�イ�テ�ィ�ン�グ�指導�の�一工夫�

ディク�ト�グロス�
岡山大学教授　�

1．は�じ�めに�

　ライティングと言うと�すぐに，ス�ピ�ーキングの�

場合と同様に，�「自分の考えや気持ち」�などを表現�

することと考えられがち�ですが，教科書を使った�

毎時間の授業の中で教師�が用意すべき活動の一つ�

は，生徒が本文などを「�聞いたり読んだり�し�たこ�

とについてメモ」を取り�，それに基づいて本文を�

復元�し�て書く作業であると思い�ます。�

　これは，�「ディク�ト�グロス�（dictogloss）�」�と呼ばれ�

る活動ですが，既に多く�の中学校や高等学校にお�

いて英語授業における重�要な活動の一つと�し�て位�

置づけて実践されており�（例えば，�高知県立高知南�

中学校，�岡山県立倉敷南高等学校）�，�ライティング�

力を初めとする英語能力�伸長における効果が実証�

されつつあります。以下�にその具体的内容につい�

てご紹介�し�たいと思います。�

 

2．ディク�ト�グロス�

　�‘Dictogloss’�は，�‘dictation’�と�‘gloss’�（�「解�

説，�パラフ�レ�ーズ」�）�を合成�し�た造語ですが，�「文章�

復元練習」の訳語を与え�ている辞書�（�『ジーニアス�

英和大辞典』�）�もあるように，基本的に�は，短い文�

章が読まれるのをメモを�取りながら聞いて，その�

後，理解�し�た意味とメモに基づいて，�聞いた文章�

を友だちと相談�し�ながら協力�し�て復元�し�て書く活�

動です。�

　文章には学習目標とす�る文法項目が埋め込まれ�

ており，�「文法ディクテーショ�ン」�という名で呼ば�

れることもあります。�

 

3．ディク�ト�グロスの段階�

　ディク�ト�グロスは通常，次の４つの�段階で行わ�

れますが，最初と最後の�段階は省略することも可�

能です。�

（1）�　�Preparation（一斉）�

　音声を提示する前に，�文章が扱っている�ト�ピ�ッ�

には自分が復元�し�た文章と元の文章との�違いに気�

づいたり�し�ます�（noticing the gap）�。�これらの気づ�

きは言語習得上，たいへん�重要なものとされてい�

ます。�

（4）�　�Collaboration

　学習に関する社会文化理�論によると，私たちの�

学習は一人で成立するので�なく，自分より多くの�

知識・技能を持った人と一�緒に行う活動の中で形�

成されるとされます。この�活動において生徒は，�

お互いから学び合う機会が�与えられています。�

（5）�　�Paraphrasing

　この活動では，正確なデ�ィクテーションは求め�

られていません。重要だと�思う語句をメモするだ�

けです。ですから，当然の�ことながら，理解�し�た�

意味を再度言語化する際に�は，使用されていた語�

句を一部借用�し�ながらも，自分自身の言�葉で言い�

換えることが必要になりま�す。�

　言い換えは，コミュニケ�ーションの様々な場面�

（例えば，�理解�し�た内容を確認する，�反論の前に相�

手の主張をまとめる）�で必要となる，�とても大切な�

技能です。�

　�

5．ディク�ト�グロスの留意点�

（1）�　�Text length/difficulty

　生徒が内容を理解�し�，部分的にでもメモが取�れ�

る程度の�レ�ベルの短い文章を選ぶ�必要があります。�

し�か�し�，あとで述べますように，�読解後の活動と�

し�て行う場合には少�し�難�し�いものや長いものでも�

使用可能になります。�

（2）�　�Dictation speed

　文章を読み上げるスピー�ド�は遅すぎないように�

注意�し�ます。そうでないと，全部�書き取るのだと�

いう誤ったメッセージを生�徒に伝えて�し�まいます。�

（3）�　�Availability of input

　ディク�ト�グロスを行ううえでの�最も大きな心配�

は，ペア・グループでの協�同作業の中で，正�し�い�

言語形式がやり取りされる�保証がないことです。�

　それを回避するには，ペ�ア・グループ活動中に�

元の文章と同�じ�文法項目を含む例文を参�照できる�

ようにすること，辞書・参�考書などの使用を許可�

すること，教師が「言語イ�ンフォメーション・デ�

スク」を開設�し�相談に応�じ�ること，などの手だて�

を講�じ�る必要があります。�

　また必要に応�じ�て，活動のあとに特定の�文法項�

目について明示的な指導をす�ることも有効です。�

　�

6．ディク�ト�グロスのバリエー�ション�

　ディク�ト�グロスでは，基本的には�初めて聞く文�

章が用いられますが，難�し�いと感�じ�る場合には，�

post-reading taskと�し�て，音読�や�読�解に�よ�る意�味�

理解を終えた教科書本文の一�部を音声提示するこ�

ともできます。�

　また，メモに基づくペア・�グループでの協同作�

業では英語を使用するのが原�則ですが，日本語で�

もよいとすることも可能です�。�

　さらには，�‘dictation’�という名称とは懸け離れ�

て�し�まいますが，メモを取り�ながら読んだあとで，�

文章を復元する活動に進むこ�ともできます。�

　�

7．おわりに�

　以上のように，ディク�ト�グロスは，言語習得に�

とって不可欠な要素をいくつ�も内在�し�た活動であ�

り，難易度の調整も容易で，�中学１年生の学習初�

期からでも，短い時間でも行�うことができる活動�

であることがおわかりいただ�けたと思います。�

　また，�ディク�ト�グロスでの書く活動は，�「自分の�

考えや気持ち」をまとめて書�くという典型的なラ�

イティングとは異なってはい�ますが，復元�し�て書�

いたものに「自分の考えや気�持ち」を加えて書く�

活動に発展させることは容易�です。�

　次の授業から，５分間でも�いいですから，毎時�

間行うルーティーンの活動と�し�て加えてみてはい�

かがで�し�ょうか。�

クやキーワー�ド�について説明することに�よって，�

スキーマを活性化�し�，聞くことの準備を�し�ます。�

（2）�　�Dictation（一斉）�

　音声を自然なスピー�ド�で提示�し�ます。１回目は�

全体の意味理解を中心に，�２回目は重要だと思う�

語句を中心にメモを取るよ�うに指示�し�ます。�

（3）�　�Reconstruction（ペア・グループ）�

　次に，メモを持ち寄り，�ペア・グループで相談�

し�ながら協力�し�て，元の文章を復元する�活動に移�

ります。その際，英語使用�を原則と�し�，例えば，�

“I think I heard .... Am I right?”�などとやり取り�

することをうなが�し�ます。�

（4）�　�Feedback（一斉）�

　ペア・グループで復元�し�たものを全体に提示�し�

て，ほかのペア・グループ�が作成�し�たものと比較�

し�ます。最終的には，元の�文章を文字で提示�し�て�

比較�し�ます。�

　�

4．ディク�ト�グロスの特徴と効用�

　ディク�ト�グロスには，言語習得をうな�がすと思�

われる重要な要素が多く組�み込まれています。�

（1）�　�Input-based output

　アウ�ト�プッ�ト�（ここでは書くこと）�に先立って，�

その基礎となるインプッ�ト�（ここでは音声）�が与え�

られています。また，アウ�ト�プッ�ト�を行うことを�

通�し�て，インプッ�ト�の理解だけでは十分になさ�れ�

ない文法の意識化がうなが�されます。�

（2）�　�Skill integration

　リスニングやメモ，ライ�ティングなど複数の技�

能を「総合的，有機的に関�連付けた」活動になっ�

ており，現実の言語使用場�面で要求される言語処�

理の練習を行うことができ�ます。�

（3）�　�Noticing

　聞き取りや話�し�合いを通�し�て，生徒は新�し�い言�

語項目に気づいた�り�（noticing a form）�，自分の言�

語知識の欠落に気づいたり�（noticing a hole）�，�さら�
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英語を通�じ�て世界で起き�ている�こ�と�に目を向けてみよ�う�
－2年生�2学期の�プ�ロ�ジ�ェ�ク�ト�　�英語�を�実質的な行動�に�つなげ�る�－�

ラ�イ�テ�ィ�ン�グ指導の一工夫� ラ�イ�テ�ィ�ン�グ�指導�の�一工夫�

東京都板橋区立高島第三中学�校教諭　�矢木　�美記子�

造紙にまとめさせた。�

（6）�　�発表1

　クラスごとに発表会を行�った。発表用の原稿も�

作らせて各班で発表させ，�聞いている生徒には評�

価も書かせた。�

・このプロジェク�ト�をやって，最初は調べて書�い�

て発表だけだと思ってい�たけれど，作業を�し�て�

いるうちに本当に募金が�集まってくれればよい�

と強く思いま�し�た。�

・難�し�く今まで聞いたこともない�単語がたくさん�

あり，本当に最後までき�ちんとできるかなとい�

う不安がありま�し�た。でも先生や友だちのお�か�

げで最後までやりきるこ�とができま�し�た。文章�

を作るときは辞書で調べ�ては書き，最初は単語�

が並んだもので�し�たが，いろいろと書き直�し�て�

いくうちに最終的にはわ�かりやすい文章ができ�

てよかったと思います。�今回のことでいろいろ�

な単語や文の構成も理解�できた�し�，発音の練習�

もできたので，よかった�です。今回のことを生�

か�し�ていきたいと思いま�し�た。�

・最初はわからないことば�かりだったけど，調べ�

ていくうちにだんだんと�わかるようになりまと�

めるのが大変で�し�た。自分の考えも�し�っかり書�

けた�し�，読めたのでよかったで�す。�

・今回調べて，自分が知っ�ていることはまだまだ�

だと思いま�し�た。このような目的を決�めて調べ�

るのは，自分の知らない�ことを知るチャンスだ�

と思います。絵を入れて�わかりやすく書いてい�

るので，募金する人がた�くさんいるといいなと�

思います。また英語でや�ることで新�し�い単語も�

覚えることができま�し�た。�

（7）�　�発表2

　今回のプロジェク�ト�において，�私とALTの大き�

な目的であった「実質的な�活動につなげる」とい�

う意味で，昨年11月の創造�祭�（合唱コンクール）�の�

際に受付の近くにパネルを�置き，募金を行った。�

そ�れ�は R. I.ジ�ャ�パ�ン�（�国�際�難�民�奉�仕�会�）�を�通し�て，�

生�徒�が�取�り�上�げ�た�諸�問�題�に�関�係�す�る�NGOへ�の�募�

金と�し�た。また３月の作品展示会�でも全グループ�

分を展示�し�，�募金を行った。�R. I.ジャパンからはお�

2．日頃の授業�

　英語が比較的得意な生�徒をクラスの半分選び，�

ペアリーダーに指名�し�，机を隣り合わせて座�るペ�

ア学習を取り入れている�。日頃からお互いに教え�

合う雰囲気ができている�。ライティングに関�し�て�

は，ほぼ毎単元「自己表�現」の時間を取り，新�し�

い文法を使い，自分で文�章を作らせている。時間�

の�あ�る�生�徒�に�は�イ�ラ�スト�も�描�か�せ�英�語�科�通�信�

“English House”に�載�せ�る�こ�と�で，意�欲�も�高�ま�

り，ほぼ全員が時間内に�書けるようになってきた。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　英語科通信は題材の補�足説明や文法事項のまと�

めなどに使っている。授�業中に行った自己表現を�

礼の手紙も来るため，生徒に�とっては自分たちの�

学習の意義が改めて感じられ�たようである。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

載せる際には，なるべく多�くの生徒の作品を載せ�

るように�し�ている。生徒は配られるとう�れ�し�そう�

に読んでいる。�

　�

3．プロジェク�ト�の進め方�

（1）�　�Refugeeについて�

　ALTと�の�TTで�世�界�で�起こ�っ�て�い�る�問題�に�つ�い�

て�生�徒�に�問�い�か�け，主�に�Refugeeに�つ�い�て�考�え�さ�

せた。自分が今すぐその立�場になったら，家から�

まず何を持っていくか，遊�び道具が何もない状態�

で木の枝や石を実際に使っ�てどんな遊びが考えら�

れるかという授業を�し�た。�

（2）�　�Group決め，テ�ーマ決め�

　日頃のペアは別れないと�いう約束で，最大３ペ�

アまで一緒にグループを作�ってよいことに�し�た。�

最小で４人，最大で６人の�グループを作り，テー�

マを考えさせた。各グルー�プのテーマの例と�し�て�

は�Global Warming, Animal Extinction, Refugee 

Kids, War など�があった。さ�らにグル�ープ内で�そ�

のテーマについて�「どんな問題なのか？」�「なぜそ�

れが起こるのか？」�「その解決方法は？�（個人�レ�ベ�

ル，世界�レ�ベル）�」�と細かく取り組む内容�を分担さ�

せた。�

（3）�　�PC室で調べ学習�

　各クラス１時間ずつ，パ�ソコン室で自分のテー�

マをインターネッ�ト�で調べさせた。必要であれ�ば，�

図や絵も取り出�し�，模造紙に貼れるよう�に�し�た。�

個人的に家で調べてきた生�徒もいた。�

（4）�　�下書き�

　下書き用のプリン�ト�を渡�し�，書きたい内容をま�

とめ，�和英辞書やALTの力を借りながら，�なるべ�

く習った英語での英作文に�取りかかった。説明が�

難�し�いものに関�し�ては，絵や図を使って�工夫する�

ようにうなが�し�た。�

（5）�　�模造紙に本書き�

　グループごとにイラス�ト�や図をま�じ�えながら模�

1．は�じ�めに�

　英語の教科書は題材が�豊富である。世界各国の�

紹介のみならず，偉大な�人物の話であったり，地�

雷や原爆等のテーマにも�およんでいる。生徒には�

日頃から英語は単なるツ�ールであり，それを使っ�

て何を学ぶか，どう行動�するかを考えていける人�

になってほ�し�いと伝えてきている。そ�し�て題材に�

合った�ビ�デオを見せたり，外部の人材�を呼んだり�

し�て普段知りえない世界を英語�を通�し�て紹介�し�て�

きた。�そこで，�中学２年生の２学期，�ALTとの週�

１時間の授業で「世界に�目を向けてみよう」という�

ことでグループごとの�プロジェク�ト�に取り組んだ。�

　�

4．おわりに�

　現在扱っている教科書の最�後の�レ�ッスンにちょ�

う�ど“There are many ways to help people, 

aren’t there?”�というセリフがあり，�「まさにみん�

なの活動もmany ways の一つだね」�と生徒に伝え�

た。そ�の�後�３�学�期�の�終�わ�り�の�ほ�う�に，�“We Are 

the World”�や地雷に関する日本のアー�ティス�ト�の�

行動を紹介�し�たが，生徒はとても真剣に授�業に臨�

んでおり，彼らの考え方や姿�勢の成長を感�じ�た。�

今回のプロジェク�ト�では生徒にとって英語�の必要�

性を感�じ�させたり，英語を通�し�て自分たちができ�

ることのイメージを膨らませ�たりすることができ�

たように思う。３年生になっ�たら，さらに発展的�

な課題に取り組んでいきたい�と考えている。�

写真左：難民の子どもたちの現状について�
写真右：動物絶滅についてグラフを使ってわかりやすく仕上げて�
　　　　ある。このテーマにはほかにも数班が取り組んでいた。�

排気ガスについて�

英語科通信 English House

生徒の感想�
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ラ�イ�テ�ィ�ン�グ指導の一工夫� ラ�イ�テ�ィ�ン�グ�指導�の�一工夫�

静岡県御殿場市立富士岡中�学校教諭　�皆本　�孝幸�

英文日記で�
“話せる”�，�“書ける”�，�“聞ける”�！�

　�

1．は�じ�めに�

　�「書く」�という作業は，英語技能を身�につけるう�

えで，非常に大切なもの�である。また，実践的な�

コミュニケーション能力�を育成するうえでも，書�

く作業は，文法能力，語�法能力，語彙，表現技能�

（ス�ピ�ーチ・会話にもつながる�）�など，多くの実践�

的な力を磨くことができ�る。書く作業は，学び，�

練習�し�，発信するという最後の�段階である。�し�か�

し�，これを初期の段階から行え�ば，生徒がより表�

出活動に早い時期から取�り組むことになる。ライ�

ティングは，スピーチに�もつながる有効な活動な�

のである。�

　�

2．英文日記指導�

　私は英語教師になって�から，継続�し�て生徒たち�

に「英文日記」を課題と�し�てきた。そのきっかけ�

となったのは，多くの英�語の先生方が，１日１ペ�

ージの単語練習を課題と�し�ていたことにあった。�

　生徒たちに正直な感想�を聞くと，�「無味乾燥でつ�

まらない」�「機械的で，�やったあともページは�増え�

るがよく覚えていない」�「スペルはわかるが，�意味�

を忘れる」など，あまり�評判はよくなかった。私�

はそういう生徒たちの生�の声を聞き，それでは，�

英語教師と生徒一人ひと�りが常にコンタク�ト�をと�

ることができ，交流もで�きる，�し�かも，使う意図�

がはっきり�し�ている「英文日記」を始�めることに�

し�た。教科を通�し�た生徒指導にも有効である�と考�

えた。�

　中学１年生から和英辞�典を購入させ，または学�

校の辞書を貸�し�出�し�，簡単な和英辞典の入っ�た副�

教材も購入する。そ�し�て，まずは授業で習っ�た単�

語を使って文章を作成さ�せていく。１年生で一般�

動詞を学習�し�たあと，生徒たちの英文�日記は一気�

に内容が豊かになる。部�活動が終了�し�たあと，生�

徒が書いた英文日記をじ�っくり読むのが英語教師�

と�し�て無上の喜びである。�

通�し�て，自らの英語能力を磨くこ�とができた。�

（4）�　�読む力との相関�

　生徒たちは，私の返事を�読むことで，読む力も�

向上させることができる。�辞書を引きながら私の�

英文を読み，授業で学んだ�構文を使いながら，私�

に対�し�て返事を書く。英語の得意�な子は多くの返�

事をくれる。�し�か�し�，そうでない子は，単語だ�け�

の羅列もある�し�，わずかな単語の子もい�る。�し�か�

し�，私が書いた返事には何�が書いてあるのか気に�

なるら�し�く，どの子も真剣に辞書�を引き引き読ん�

でいた。�

（5）�　�強要�し�ないルール�

　英文日記は，強要せず，�評価にも入れない。そ�

うすることによって，生徒�もス�ト�レ�スを感�じ�るこ�

となく，本当の自分を日記�にさらけ出すことがで�

きる。英語教師と生徒の関�わりが深まれば，ノー�

ト�を通�し�て英語の多くの情報や，�好きな人のこと，�

部活の悩みなどを，英語を�通�し�て表現できるよう�

になる。また，私の書いた�文章を模�し�て作文�し�て�

いくなど，自然体で長く続�けることができるので�

ある。�

（6）�　�プラス１のルー�ル�

　「昨日の文章�（あるいは単語）�に加えて，１つの�

英文�（あるいは単語）�を書いていこう」というプ�ラ�

ス１のルールで文章を増や�し�ていく。これによっ�

て，自分で英語を増や�し�ていくことができ，自�分�

が使いたい語彙を選ぶこと�ができる。そ�し�て自分�

の使いたい語句は興味を持�っているので，定着す�

るのが確実であると生徒自�身が実感できるのであ�

る。�

（7）�　�たくさん書かせ�るには�

　子どもたちの返事に対�し�て，私の考えを書き，�

私が再び生徒たちに質問を�するという形式をとる�

ことにより，生徒は何を書�こうか悩む必要がなく�

なっている。常に教師の気�持ちを伝え，生徒の文�

章や使うことができた単語�を褒め，また生徒に質�

問�し�ていくという循環が，たくさ�ん，長く書かせ�

るコツのように感じられる�。�

　�

3．成果�

（1）�　�話す力に結びつく�

　英文日記を続けていくと，�自分の言いたいこと�

を英語で表現できる。特に，�ス�ピ�ーチや会話表現�

に自分の書いた英語が生きて�くるように感�じ�る。�

子どもたちは，自分が作文�し�た表現を使いながら，�

ALTと�会�話�を�す�る�と�き�の�大�き�な�参�考�に�な�っ�た�と�

言っている。特に過去形を用�いて自分のことを表�

現�し�たり，自分自身のことを�表現�し�たりする能力�

を高めた。�

（2）�　�辞書活用�

　英文日記のメリッ�ト�は，子どもたちが英語入門�

期から辞書に親�し�むようになることである�。日記�

を書くとき，私からの返事を�読むときなど，辞書�

は必需品である。その際，生�徒たちは，ほかの単�

語も目にするため，若い彼ら�には辞書を早いうち�

から活用させることが有効で�あると考える。�

（3）�　�書かせたあとの活�動�

　ス�ピ�ーチで，自分の書いた文章を�音声と�し�て伝�

えさせたい。みんなの前で�し�っかりと自分の意見�

を言わせる。比較的長く文章�を書けるようになっ�

た生徒には，テーマを与えて�英文を書かせ，それ�

を授業の最初にスピーチさせ�ている。これがなか�

なか好評で，英文日記を見な�がら発表する生徒も�

いれば，暗唱する生徒もいて�，ス�ピ�ーチにつなげ�

るよい活動だと感じている。�

　�

4．課題�

　強要�し�ないことで，30パーセン�ト�の生徒たちが，�

何とか英文日記を継続できて�いる。驚いたことに，�

実践�し�ていくと，成績が下位の生徒�や上位の生徒�

は比較的よく提出する。中の�下くらいの生徒がな�

かなか毎日提出できない。そ�こが今後の課題であ�

ろう。�

　以上が私の20年間の英作文�実践である。今後は，�

書いたことを口頭作文につな�げるために，授業で�

の活動をより深めなければな�らないと痛感�し�てい�

る。�

　３年間持ち上がったり，�３年生を担任�し�たとき�

など，生徒の英文発信力は�，飛躍的に向上する。�

飛び込みで３年生に入った�ときなども，４月より�

全員にノー�ト�を購入させ，英文日記を書�かせてい�

くのである。最初はいやが�る生徒もいるが，英語�

教師と�し�ての熱い気持ちをぶつけ�る。卒業する頃�

になると，その日記を大切�な思い出と�し�てくれる�

生徒もいて，うれ�し�い限りである。また，英語�検�

定や高校入学試験の英作文�について，子どもたち�

が自信を持っていくのであ�る。以下，具体的な実�

践内容を紹介�し�たい。�

（1）�　�教師の熱い思い�

　授業開きの際，�「英語を書く」�ことが，どんなに�

価値があって，楽�し�くかつ力がつくかなどの熱�い�

思いをぶつける。そ�し�て，英語教師と�し�て，みん�

なの英文日記には，きっち�りと二日おきに返事を�

書くことを約束する。�

（2）�　�ノー�ト�の選択�

　子どもたちには，英文日�記のノー�ト�を自由に選�

択させる。華やかなキャラ�クターのノー�ト�，ブラ�

ン�ド�のノー�ト�など，高価なノー�ト�を買ってくる生�

徒もいる。ノー�ト�の選択によって子ども�たちにや�

る気が生まれ，自分の好き�なノー�ト�を使うことで，�

続けようという気持ちが生�まれる。�

（3）�　�二日おきの返事�

　英語教師のためにも英文�日記は役に立つ。私は�

子どもたちの英文日記への�返事に，かなり高度な�

内容の返事を書くように�し�ている。その理由は，�

「子どもたちが，�興味を持ってその内容を�知ろうと�

し�て，辞書を自分から引い�て調べる習慣が身につ�

く」からである。�

　また，英語教師自身の英�語力向上にも役に立つ。�

私はこの20年間で，大学時�代と同�じ�くらい自らの�

英語力は向上�し�たと考える。�それは，�教師が200人�

の生徒に返事を書くには，�それなりの英語力の維�

持が必要となるためである�。私はこの英文日記を�
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書�く�こ�と�への意欲を高め，�表現を学び合�う�工夫�
－書�く�活動か�ら�話す活動へ－�

ラ�イ�テ�ィ�ン�グ指導の一工夫� ラ�イ�テ�ィ�ン�グ�指導�の�一工夫�

福岡県福岡市立老司中学�校教諭　�森岡　�久美子�

1．は�じ�めに�

　ライティングの指導に�おいて，日々の授業では�

めあてとなる文法事項を�使った英作文程度�し�かで�

きないことが多い。�し�か�し�それだけでは，書く楽�

し�みも見つけられず，本当に自�分が伝えたいこと�

を書く力もつかない。今�までに学習�し�た表現や語�

彙を使って，まとまった�英文を書く機会を与える�

ことが必要である。文法�や構文など既習の表現を�

総動員�し�て，生徒に英語を使って表現�できている�

という喜びや達成感を感じ�させたい。�

　本稿で紹介させていた�だく実践例は，中学３年�

生�（２年生で行ったこと�もある）�でのライティング�

活動である。�ここでの活動の目標は，�「既習表現を�

使い，まとまった英文を�書く」ということである。�

　�

2．実践例�

　ライティング指導での�課題の一つは，生徒の書�

くことへの抵抗感である�。書く内容が思いつかな�

い，楽�し�そうでないなどの理由がある�だろう。こ�

こでは，�「行ってみたい国」�と誰もが書きやすいテ�

ーマを設定�し�，ス�ピ�ーチにつなげることで書�くこ�

とへの意欲を高めるよう�に�し�た。�

（1）�　�イメージ作り�

・よい手本の提示�

　生徒が活動をする際，�こんなふうにできたらい�

い，やればこんなことが�できるんだという手本が�

あると，自分の活動のイ�メージを広げることがで�

き，取りかかりやすくな�る。そこで，毎年内容の�

よい生徒の作品をいくつ�かとっておき，手本と�し�

て提示する。生徒は，ど�のような既習表現を使っ�

て自分が伝えたいことを�書いているのかを参考に�

することができる。また�，生徒の関心を高めるた�

め，世界地図や旅行会社�のパンフ�レ�ッ�ト�などを活�

用するのもよい。�

・マッピングの活�用�

　あるテーマについてま�とまった英文を書くとき，�

すらすらと文章を書き出す�ことは難�し�い。マッ�ピ�

ングは，自分の考えを広げ�たり，まとめたりする�

のに活用できる。テーマか�ら思いつくこと，書き�

たいことをあげ�（単語，日本語でもよい）�，自分の�

アイデアを整理�し�，構成を考える。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

（2）�　�辞書の活用�

　自分の力で英文を作るこ�とを目指�し�て，和英辞�

書を活用させる。生徒は既�習の単語であっても忘�

れていることが多くある。�また，辞書の例文を参�

考に�し�て英文を作ることができる�。基本的には既�

習の表現を使ってライティ�ングをすることを目標�

に�し�ているが，未習の語彙が必要�な生徒にも辞書�

は有効である。�

（3）�　�全体でのフィー�ド�バック�

　ラィティングで教師側の�一番の苦労は，添削で�

あると思う。40名近くいる�生徒一人ひとりの質問�

に答え，間違いを訂正する�ことは本当に大変であ�

る。少�し�でも添削の労力を減ら�し�たい。そこでま�

ず，一人ひとりの英文を添�削する前に全体でフィ�

ー�ド�バックをする。とりあえず一�度書かせたあと，�

よい表現があったものを紹�介�し�たりミスの多かっ�

た表現を示�し�て間違い探�し�を�し�たりするなど�し�て，�

全体で表現を共有する。そ�こで生徒に自分の間違�

いに気づかせて訂正させ，�もっとよい英文になる�

ように書き直�し�をさせる。その後，教師�がチェッ�

ク�し�，訂正・ア�ド�バイスをする。�

（4）�　�書く活動から話�す活動へ�

　書く意欲を高めるために�，ライティング�し�たも�

のをス�ピ�ーチするということを事�前に伝えておく。�

生徒は，ス�ピ�ーチ原稿ということを意識�し�て活動�

に取り組むようになる。ま�た，自分で書いたもの�

は発音できなければならな�いという意識を持って�

活動させるようにする。ラ�イティングのあと，ま�

ず教師がモデルを見せ，話�し�方・声の大きさ・目�

線など発表の仕方に注意さ�せる。そ�し�て各自で練�

習　�→　�ペアやグループで練習　�→　�発表という形を�

とる。�

　書く活動から話す活動へ�つなげることで，生徒�

は音声面も意識�し�なければならず，何度�も読む練�

習をする。即興のスピーチ�ではないが，この活動�

が自分の考えをまとめて話�すというコミュニケー�

ション能力の基礎につなが�ると考えたい。また，�

ス�ピ�ーチの発表は，英語を聞くと�いうリスニング�

の機会でもある。発表の際�には，ほかの生徒にも�

友人のス�ピ�ーチを内容・スピーチ�の仕方の観点か�

ら評価させるようにする。�友人の様々なス�ピ�ーチ�

から，よい表現や発表の仕�方などを学んでほ�し�い。�

　�

3．まとめ�

　英語を「書く」という活�動は，文法・文構造の�

知識や語彙，そ�し�て構想力などが必要で�，中学生�

にとって簡単ではない。実�際，単語が書けない，�

語順のミスをするなどの生�徒が多くいて，自分自�

身，日々指導に悩んでいる�。�し�か�し�活動を通�し�て�

感�じ�ることは，書くことが苦手な�生徒でも，自分�

の考えを英語で書いて表現�できるようになりたい�

という気持ちを持っている�ということである。そ�

の気持ちに応えられるよう�，３年間を通�し�て継続�

的に英文を書く力を高める�指導，生徒の書く意欲�

を高める工夫をすることが�課題だと感�じ�ている。�
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教科書著者からのメ�ッセージ� 教科書著者�か�ら�の�メ�ッ�セ�ー�ジ�

1�1�1�0�

教科書�と�のつ�き�あい方�
広島大学教授　�深澤　�清治�

1．は�じ�めに�

　英語ブームの中，ちま�たの書店の英語教材コー�

ナーには国際的な英語能�力試験対策のマニュアル�

本や，新感覚の語彙・文�法学習参考書，英語学習�

マニュアル本が所狭�し�と並んでいる。そんな�中，�

日本人にとって外国語で�あり，教科と�し�ての英語�

教育場面では，教科書は�これまで同様，これから�

も主たる教材であり続け�るであろう。ただ�し�，英�

語教科書に期待される役�割は，以前とは変わって�

きているように思われる�。教科書の役割を再考�し�

ながら，今後どのように�教科書とつきあっていけ�

ばいいのか考えてみたい�。�

　�

2．批判する側から�批判される側に�

　私自身，教科書作りに�参加するようになったの�

は17年前であった。当初�は高等学校英語教科書，�

英語Ⅰ，英語Ⅱの担当で�，初めて関わった�PHOE-
NIXは�その�名�も�むな�し�く�（？�）�改�名と�な�り，現在�は�
ほかの教科書の担当にな�っている。想像以上にい�

ろいろな制約があること�に戸惑いながら，教科書�

作りに携わることで，い�わば英語教科書を批判す�

る側から批判される側に�攻守が代わってみて，い�

くつか自分の中に意識の�変化が生まれてきた。そ�

れと同時に，教科書との�つきあい方も変わってき�

たような気がする。�

　まず，文部科学省に対�する批判を逃げ道にする�

ことはやめたいと考える�ようになった。確かに，�

語彙制限など言語材料の�量的な制約に対�し�て不満�

はあると�し�ても，それを乗り切るだけ�の英語のセ�

ンスや豊かな知識・常識�，幅広い情報検索・活用�

能力を，果た�し�て自分自身が持ち合わ�せているの�

か，と自問�し�挫折することばかりであ�った。また，�

教科書の英語について，�「英米人はこう言わな�い」�

とか「不自然な英語であ�る」という指摘を聞くた�

びに，執筆段階でアメリ�カ人とイギリス人のイン�

フォーマン�ト�によってかなり違った見�解をもらっ�

たことを思い出�し�た。�「ある一人の」�英語母語話者�

が言ったことから，教科�書すべてをダメ出�し�でき�

　これに対�し�て，スーパーマーケッ�ト�と�し�ての教�

科書は，教えるための材料�を見つけるための一つ�

の選択肢とする考え方であ�る。�よくcoursebookに�

対�し�て，�sourcebookと呼ばれること�もある。�日本�

では検定教科書を使うこと�になっているので，複�

数の教科書を使うことはあ�まり一般的ではないが，�

学校によっては２種類以上�の教科書を使い分けた�

り，いろいろな投げ込み教�材と合わせて使われた�

り�し�ている例も多い。�

　参考のために各国の教科�書制度を紹介すると，�

使用する教科書を誰が決定�するか，またどのよう�

な選択肢があるのか，によ�って次の５つの制度に�

大別される。�（1）�　�国定制。�中国や旧ソ連，�韓国，�北�

朝鮮，�メキシコなど。�（2）�　�検定制。�日本，�旧西�ド�イ�

ツ，ス�ペ�イ�ン，タ�イ�な�ど。�（�3）�　�認�定�制。フ�ラ�ン�ス，�

カナダなど。公権力の介入�は極めてゆるやかであ�

る。�（4）�　�選定制。�米国の約半分の州に見ら�れるよう�

に州が教科書一覧表を作っ�てその中から各校に選�

ばせる。�（5）�　�自由発行・選択制。�先進自由諸国の多�

くが採用する。教科書の自�由発行を認め，社会の�

良識を前提に各校�（および担当教師）�の自由採択に�

任せる。�（別枝篤彦�『世界の教科書は日本�をどう教�

えているか』　�白水社　�1992　�参照）�

　�

4．教科書使用につい�ての賛否両論�

　日本も諸外国のように自�由発行・自由選択制に�

移行�し�たほうがよい，と考えてい�る先生も当然お�

られるであろう。また，教�科書があるから自由な�

英語教育ができない，さら�に教科書なんかいらな�

い，と言われる先生もある�かも�し�れない。教科書�

が必要かという賛否の議論�は，教師と生徒の立場�

から次のようにまとめられ�る。�

〈賛成派〉�

教師と生徒にとってのメリッ�ト�

・教科書は地図のように既習�と未習を示�し�学習上�

の指標となる�

・言語サンプルを与える�

・バラエティを与える�

生徒にとってのメリッ�ト�

・何を学ぶか，何がテス�ト�されるかを示す�

・習ったことを強化�し�，準備や予習を助ける�

教師にとってのメリッ�ト�

・すべて手作りするよりも時�間の節約ができる�

・言語，文化，指導法のサポ�ー�ト�となる�

・カバー�し�たところを示す�（説明責任において）�

〈反対派〉�

・一つの教科書のみに頼りす�ぎると教師の自由な�

教材開発力，授業構成力を�弱める�（de-skilling）�

・�教�師�に�教�科�書�と�い�う�道�具�だ�け�を�使�用�す�る�技�師�

（technician）�の役割を押�し�つけて�し�まう�

・いろいろな地域・状況や，�すべての生徒のニー�

ズに合った教材はない�

　近年では，教えるのではな�く学習を促進するの�

であるから「学習材」と呼ぶ�傾向もある。結局，�

完全な教科書などなく，教科�書の善�し�悪�し�を決め�

るのは，教科書そのものの素�材と�し�ての良さに加�

えて，その教科書とどうつき�あうかによるのでは�

ないだろうか。�

　�

5．おわりに�

　教科書とのつきあい方と題�し�て，思いを述べさ�

せていただいた。教科書のユ�ーザーと�し�て，ある�

いは制作者と�し�て，または評論家と�し�て，教科書�

との関わり方もいろいろであ�る。英語教育の良き�

パー�ト�ナーと�し�て，英語という言語文化の�豊かな�

素材，かつ活動メニューと�し�て「教師を助ける」�

ことに加えて，その教科書を�使うことを通�し�て，�

先生方がプロと�し�てさらにグ�レ�ー�ド�アップされる�

機会とヒン�ト�を提供�し�「教師を育てる」こと，さ�

らに元気とやる気を与えて「�生徒を育てる」こと�

ができるような教科書，教材�が私の理想である。�

るのかという疑問が生まれ�た。さらに，教科書の�

内容は古いという指摘もか�なりある。時事的話題�

やスポーツや芸術の分野で�世界を舞台に活躍する�

ト�ップ・プ�レ�ーヤーの話は，確かにメデ�ィアの英�

語ならばリアルタイムで目�に�し�，耳にすることが�

できる。�し�か�し�，印刷媒体と�し�ての教科書は，執�

筆に１年，検定・修正で１�年，宣伝・採択で１年，�

結局，教科書と�し�て先生方や生徒の手に�届くまで�

に３，４年経っていること�を考えると，内容の鮮�

度が落ちているのは仕方な�いと言わざるを得ない。�

このような教科書の宿命と�も言えることに何度と�

なく気づかされた。�では，�その宿命を背負った教�科�

書とどのように向き合って�いけばいいのだろうか。�

　�

3．教科書をたとえ�ると？�

　これを読んでくださって�いる先生方にとって，�

教�科�書�は�ど�の�よ�う�な�存�在�で�あ�ろ�う�か。�「教�科�書�

（coursebook）�とは？」�という質問に対�し�て，次に�

示す８つのキーワー�ド�から最も当てはまるもの�を�

選んでみていただきたい。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　それぞれのたとえは何を�意味するのであろうか。�

たとえば，�レ�シ�ピ�と�し�ての教科書はどんな存在�で�

あろうか。これらの中で，�先生自身が最も共感を�

覚えるたとえはどれですか�。また，このほかにも�

何かたとえがありますか。�

　これらのたとえは，教科�書はユーザーを「コン�

ト�ロールするもの」とする�考え方と，逆にユーザ�

ーが「選択するもの」とす�る考え方の２つのグル�

ープに分けられる。その中�間に「サポー�ト�するも�

の」という考え方もくるは�ずである。その見方は，�

それぞれの先生方の考え方�や置かれた環境や状況�

によって決まってくるもの�であろう。たとえば，�

教科書をholy bookと見るな�らば，�決�し�てその内容�

を疑うことは許されない存�在となり，まさに「教�

科書を教える」�ことを絶対視することにな�る。�疑っ�

てはならない存在と�し�ての教科書は，ただひた�す�

らページ順にこな�し�，�「何にも足さない，�何にも引�

かない」ことが前提であり�，創造的に使うことを�

許さないであろう。�

参考文献�
McGrath, I.（2002）�. Materials Evaluation and Design
　�for Language Teaching. Edinburgh University Press.

straitjacketrecipe
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super
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（McGrath, 2002, p.8）�
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宮城県仙台市立西多賀中�学校教諭　�柏　�眞一郎�

英語教師として�
最近感じていること�

推測力の向上を意図した�
授業の工夫�

切」�。こんな類の話を，折に�触れ生徒に行い，�「英�

語に関する推測力に磨きをか�ける」ことの重要性�

やおも�し�ろさを，明確に意識させた�。�

（2）�　�３つの段階を設定�し�ての推測力向上�

①何も情報がない難易度　�高の段階�

　まず最初に行うのがこの段�階。�New words の確�

認もないまま，�教科書本文をALTやJTEが２回音�

読�し�，その内容を推測させた�。推測�し�た内容は簡�

単にメモ書きさせた。無作為�に数名指名�し�，推測�

し�た内容の一部を発表させた�。�

②New words 確認後の難易度　�中の段階�

　①の活動後，�New wordsの意味や発音を確認�し�

た。その後，再び教科書本文�を２回音読�し�，内容�

の推測を深めさせメモ書きさ�せた。この段階でも�

無作為に数名指名�し�，推測�し�た内容の一部を発表�

させた。�

③Listening points を明示する難易度　�低の段階�

　最後は，�Listening points をいくつか明示�し�たう�

えで，�音読を２回行った。�True or False形式など�

に�し�，難易度を低めて，①や�②で難�し�さを感�じ�て�

いた生徒も，内容を推測でき�るよう配慮�し�た。�

（3）�　�推測�し�たことと現実との�整合性の確認�

　こ�の listening の�あ�と，文�字�情�報�を�見�な�が�ら�の�

reading も�行っ�た�うえ�で，最�終的�に�は�完全�な�英文�

の意味を�し�っかりと確認させた。こ�の最終確認で�

は，自らが行った推測と実際�の本文内容との整合�

性，距離感を�し�っかり確認することで，�「発見」�が�

行われるように�し�，推測力が洗練されるよ�うに�し�

た。この作業は，推測力の向�上に極めて重要であ�

ると思われる。�

3．おわりに�

　１年を終え，生徒に授業の�感想を書いてもらっ�

たが，なかなか好評であった�。統計的に証明はで�

きないが，教えていた中での�感触から，推測力向�

上に効果があったのではない�かと感�じ�られる。�

　これからも，生徒のために�なる指導を，微力な�

がらいろいろと工夫�し�ていきたい。�

1．は�じ�めに�

　現在，公立中学校の英�語教師を�し�ている。高校�

を卒業するまで，外国人�と話�し�たことがなく，大�

学１年生のとき，初めて�英会話の授業を受けた。�

外国人の先生に指名され�て，どきどき�し�ながら小�

さな声で答えたことを覚�えている。そのとき初め�

て，英語がコミュニケー�ションの手段であるとい�

うことを実感�し�た。英語の上手な同級�生がいて，�

少�し�でも近づきたいと思い，英�語学習に真剣に取�

り組むことを決意�し�た。それ以来，職場の同�僚，�

研修やサークルで一緒に�なった方々から刺激を受�

けながら英語学習を続け�てきた。�

2．英語学習と�し�て取り組んでい�ること�

　最近，�本を読んだり，�映画やDVDを�見たり�し�て�

英語学習を楽�し�んでいる。シャーロッ�ク・ホーム�

ズの洋書と翻訳を両方購�入�し�，訳が難�し�い部分を�

それぞれの本を使って確�認�し�ながら読んでいる。�

小学生の頃によく読んだ�小説であるが，その当時�

とは違う目的と方法で読�んでいる。以前テ�レ�ビ�で�

放映されていた�『�刑事コロンボ』�が好きで，DVD

をよく見ている。せりふ�の中の表現を覚え，実際�

に使ってみるように�し�ている。�

　また，英会話のサーク�ルにも時々参加�し�て，興�

味のある話題について，�ス�ピ�ーチの原稿を書いて�

発表�し�ている。ス�ピ�ーチの原稿を考えるのは�楽�し�

いが，ネイティブスピー�カーにわかりやすく話す�

のは難�し�い。音読練習の不足から，原�稿に頼って�

読んで�し�まうことが多い。�

　以前は，読書や会話を�通�し�て，大切だと思った�

ことをインプッ�ト�することで満足�し�ていた。�し�か�

し�最近は，自分の考えをアウ�ト�プッ�ト�し�て，周囲�

の方から意見や感想を聞�いて少�し�ずつ修正�し�てい�

く大切さを実感できるよ�うになってきた。様々な�

話題に興味をもち，自分�のアイデアを少�し�でも付�

け加えて話�し�たり書いたりする習慣を�大切に�し�て�

いきたいと感じている。�

　�

3．英語科教員のワ�ークショップへの参加�

　昨年，地元の出身大学で�行われた英語科教員の�

ワークショップに参加�し�た。英語運用能力を高�め�

る英語指導の方法や，ライ�ティングなどの技能を�

高める具体的な学習方法に�ついて学んだ。認知心�

理学の視点から，小学校で�の英語指導における課�

題について考えることや，�日本語で，英語を支え�

るロジックとコミュニケー�ション・スキルを身に�

つけることの必要性につい�て学ぶこともでき，た�

いへん有意義な研修であっ�た。�

　そのワークショップにお�いて，大学時代，初め�

て受けた英会話の授業を担�当�し�ていた先生の講義�

を久�し�ぶりに受けることができた�。授業を理解�し�

て楽�し�むことができ，英語学習を�続けてきて本当�

によかった，と心から思う�ことができた。�

4．授業の中で目指�し�たいこと�

　英語を話すときに，�「話題に関する情報や経験�」�，�

「伝えるために必要な語い�」�，そ�し�て「相手に気持�

ちが伝わるように話す練習�」の不足を感�じ�ること�

が多い。�ふだんの授業において，�聞き手と�し�て�「話�

の内容に関�し�て質問することができる力�」を，話�

し�手と�し�て「自分の気持ちや考え�を伝えるために，�

いろいろな表現を使ってわ�かりやすく説明できる�

力」を生徒に身につけさせ�たい，と考えている。�

　教科書とともに和英辞典�や英英辞典を使って教�

材研究を深め，日頃から，�生徒が様々な話題につ�

いて英語で書いたり話�し�たりできるように工夫�し�

たい。そ�し�て自分の意図を明確に伝える�ために，�

母語と�し�ての日本語，外国語と�し�ての英語を効果�

的に使うコミュニケーショ�ン・スキルを身につけ�

させる方法について研修を�深めたい。�

5．おわりに�

　ALTや外国人との交流を通�し�，�物事の見方や考�

え方は一つではないという�ことを教わってきた。�

より広い視野でいろいろな�ことを考えさせてくれ�

る英語学習を今後も地道に�続けていきたい。�

1．は�じ�めに�

　以前，教育に関するある�講演会で，確かな学力�

を身につけさせるための方�法論に関する話題があ�

り，�「推論と発見」�のサイクルを授業の中�に取り入�

れることが重要な要素であ�るということを耳に�し�

た。�「なるほど」と感じ入�り，�「具体的にはこんな�

ことかな」などと想像を働�かせてみたが，数学や�

理科などはそのサイクルを�具体化�し�た授業が比較�

的容易にイメージできたが�，自分自身が教えてい�

る英語の授業の中に「推論�と発見」のサイクルを�

取り入れることは，意外と�難�し�いと感�じ�た。個人�

的には「英語は技能教科の�色彩が強いのではない�

か」と�思�っ�て�い�る�の�で，Practice makes perfect. 

の発想が思考を占拠�し�，なかなか「推論と発見�」�

を具体化�し�た授業が思い浮かばな�かった。ただ，�

私自身，授業の中で「英文�の意味を推測すること�

は大切だよ」と生徒によく�言っていたので，その�

辺りのことを半ば強引に「�推論」と考え，中学３�

年生を受け持っていた１年�間，�「英文の意味を把握�

するうえでの推測力の向上�」を意図�し�た授業を工�

夫�し�てみた。�

2．具体的実践�

　推測力向上を意図�し�て具体的に継続実践�し�たの�

は，�「教�科�書�本�文�の�内�容�把�握」の�段�階�で�あ�る。lis-

teningに�よる教�科書�の内容�把握�を年�間を通�し�て�行�

う中で推測力を意識的に磨�いていく工夫を講じた。�

以下にその実践の概略を記�す。�

（1）�　�「推測することの�重要性」の意識化�

　同�じ�ことを行う場合でも，生徒�のやる気や知的�

好奇心を喚起�し�たうえで行うのと，そう�でない場�

合では，�効果は当然変わってくる。�「私たち日本人�

が日本語の文章の内容を把�握するときですら，実�

は，推測力をふんだんに駆�使�し�て大意を得ている�

ことが多い。�英語も同�じ�。�“I like English, but ...”�

と�き�た�ら，�『で�も，う�ま�く�話�せ�な�い』と�続�く�の�か�

な，とか，�『でも，兄は好きではな�い』�という流れ�

か�な，な�ど�と�推�測�し�よ�う�と�す�る�こ�と�が�す�ご�く�大�

群馬県沼田市教育委員会指�導主事　�金井　�幸光�

Teacher's Forum Teacher's Forum
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3つの大事な�こ�と�

東京都狛江市立狛江第一�中学校教諭　�北原　�延晃�
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日本英語教育研究所報�（2�0�5�）�

第55回　�中村英語教育賞入選論文発表�

◆　�審　査　員　�◆�

　　　　　�（審査委員長・横浜国立大学名誉教�授）�

　　　　　�（同副委員長・明海大学教授）�

　　　　　�（愛知淑徳大学教授）�

　　　　　�（兵庫教育大学教授）�

　　　　　�（北海道教育大学教授）�

　今回で実に55回を数える�，全国的に知名度の高�

い伝統ある「中村英語教育�賞」に，合わせて10件�

の労作が寄せられ，審査員�一同非常に嬉�し�く審査�

にあたることができま�し�たことをご報告�し�，厚く�

お礼申�し�上げます。�

　自由題を含めて４種類の�課題に対�し�て，中学校�

教諭２名，高等学校教諭８�名のご応募をいただき�

ま�し�た。どの論文も力作揃いで，�審査は難航いた�

し�ま�し�たが，最終的には，上位　�2　�点を選出するこ�

とができま�し�た。�

　審査にあたりま�し�ては，　�5　�名の審査員が慎重に�

審査�し�，その結果を踏まえて総合的�な観点から委�

員長と副委員長との間で最終�審査を行いま�し�た。�

その結果，上記　�2　�点の入選作を決定いた�し�ま�し�た。�

審査基準につきま�し�ては，従来からの　�5　�つの観点，�

独創性・発想力，内容の充実�度，構成力，表現力，�

応用性・実用性から審査を行�いま�し�た。�

　入選作の論文紹介・講評な�どについては次号に�

掲載いた�し�ます。ご期待ください。�

論文審査にあた�っ�て�審査委員長　�佐野　�正之�

第１位：該当者な�し�

　�

第２位：�Is Dictation Effective in Developing Second Language Learners’

　　　　�Listening Skills and Vocabulary?: An Action Research Report

神奈川県立有馬高等学�校　甲斐 　順�

　�

第３位：読解プロセスの理解と読�解ス�ト�ラテジーの使用を促す指導�
北海道札幌工業高�等学校　松本　�広幸�

佐　�野�正　�之�

和　�田�　�稔　�

松　�本�青　�也�

山岡俊比古�

萬　�谷�隆　�一�

1．は�じ�めに�

　週３時間の授業で英語�ができるようにするため�

には次の３つのどれも欠�かせないと私は考えてい�

る。�それは，�①生徒の活動量を確保す�る，�②自学の�

力をつけてやる，③ペア�学習を推進する，である。�

2．活動量の確保�

　週にたった３時間�し�かない授業である。１�単位�

時間の間中，生徒の目，�耳，口，頭，手がフル回�

転する授業を目指�し�たい。�

　そのためには授業の流�れのパターンをいくつか�

に絞って，生徒に流れが�わかるように�し�てやる必�

要がある。ある活動から�次の活動へ移るときに，�

次に何をやるのか生徒が�わかっていれば無駄な私�

語による時間の空費は減�るだろう。�

　また同�じ�活動をするのでも，ちょっ�と�し�た工夫�

で活動量が倍になったり�３倍になったりする。例�

え�ば�新�出�語�句�を�CDの�あ�と�に�つ�い�て�リ�ピ�ー�ト�す�る�

場�合�は�，�　�「�２�回�，�で�き�れ�ば�３�回�く�り�返�し�な�さ�い�」�　�と�言�

う。CD教�材�の�中�に�は�ポ�ー�ズ�が�長�い�も�の�が�あ�る�が，�

そんなときでもダ�レ�ずに緊張感を持ってスピ�ー�ド�

感とリズム感のある活動�を保つことができる。�

　タイマーは英語教師の�必需品である。活動をす�

るときに時間設定を�し�て，だらだらとさせな�い。�

「この活動には何分必要�？」�と，生徒に必要最低限�

の時間を考えさせて活動�を始めさせるとよい。昨�

年�度�の�本�校�の�３�年�生�は�，�タ�イ�マ�ー�を�自�分�た�ち�で�セ�ッ�

ト�し�て，授業の最初の活動を私�が教室に行く前に�

（チャイムの前に！）�終わらせていた。�

　また，�前回�（�『英語教育　�2007年第１号』�）�も書いた�

が，�早く終わった生徒には次の�課題を与える�（例：�

ペアワークが早く終わっ�たら，今，自分や相手が�

言った文をノー�ト�に書かせる）�。このように�「でき�

る生徒をさらに伸ばす」�ことが大事である。�

3．自学の力�

　家庭学習�（宿題）�の内容を固定化する。本校�の場�

合，毎時間の宿題は次の�ようになる。�

1年生�

①�ビ�ンゴを２回分書いてくる。�

②�教�科�書�の�音�読�を�25回�以�上�（�５�回�音�読し�た�ら�☆�を�

１つ教科書の余白に書く�。☆は最低５つ以上）�。�

③音読�し�た教科書本文に相当する�ワークブックの�

該当ページをやる。�

2年生�

①１年�生の内�容に加�えてdictationの練習�を�し�て�く�

る。�

②�次�の�セ�ク�シ�ョ�ン�に�相�当�す�る�Spiral Worksheet

（�Sunshine English Courseでは�『スパイラル学習�
ワークシー�ト�』�）�をやる。�

3年生�

①ワークブック�

②Spiral Worksheet

　宿題は，１年生のうちは�なるべく授業の最後の�

数分を使ってやらせること�に�し�ている。当然，全�

部終わるわけではないが，�「ちょっとやらせて家�に�

帰す」のがコツである。生�徒はやり始めたものは�

やり終えたがるものだから�，家に帰ってすぐに取�

りかかる。またslow learnersの指導もその数分で�

できる。�

　２，３年生は，このほか�に自学用のノー�ト�を２�

冊�持�っ�て�い�る。既�習�の�単�語�は，カ�テ�ゴ�リ�ー�別�に�

Vocabulary Notebookに，ペ�ア�ワ�ー�ク�など�で�口�頭�

で言った文はWriting Notebookに書くことになっ�

ている。�３年生になると，�全員2,200文を達成する。�

4．ペア学習�

　本校では，スタディ・ペ�アというペアを作って�

いる。英語の得意な生徒と�不得意な生徒がペアを�

組む。組み方は１年生は男�女ペアで，２年生以上�

は誰と組んでもよい。普段�のペアワークはもちろ�

ん，スキッ�ト�などのパフォーマンス活動�もこのペ�

アで行い，成績にもつなが�るようになっている。�

個人の作業でも，自分が終�わったらパー�ト�ナーの�

手伝い，パー�ト�ナーも終わったらどちら�も終わっ�

ていないペアの手伝い，と�いうようにサブティー�

チャーをどんどん増や�し�ていく。全体の底上げ�が�

できる。また，生徒の人間�関係構築にも有効であ�

る。�



　私が高校の教壇から大�学の教壇に移ったのが今�

から四半世紀前のこと。�大学の，�し�かも外国語学�

部の英米語学科，ま�し�てや４年生，�し�かもあろう�

ことか，英作文の担当と�いうことで，最初はそれ�

なりの下準備と緊張感を�もって臨んだ。�し�か�し�，�

何回か授業を重ねるうち�に，敵の実力がそれまで�

教えていた高校生と変わ�らぬことが判り，いつ�し�

か緊張感も萎え，気がつ�いてみると高校と大差の�

ない授業内容になってい�た。�

　そ�し�て，いつの頃からか，ク�ラスの大半が高校�

生以下の実力という時代�になった。超エリー�ト�校�

はいざ知らず，いまや，�大学生の多くが有り得な�

いシンタックスの「英文�」を有り得ない綴りで書�

く。語彙数の少なさは想�像を絶する。�し�かも，日�

本語の訳語を与えても，�その日本語を知らない。�

suggestを�「�示唆する」�と言っても，何も示唆�し�な�

い。definitionの訳�語の�「�『定義』�って何ですか？」�

と真顔で問う学生も現れ�た。�「そうだな，�『定義と�

は…』というのが『定義�』�じ�ゃないかな」と応え�

る。日本を代表する私立�大学ですら，英語の平均�

的な実力は英検２級�レ�ベルだそうだ。ほかは�推�し�

て知るべ�し�。�

　私�が�所�属�す�る�学�会�仲�間�の�酒�宴�の�席�な�ど�で�は，�

もっぱら〈あんなことも�知らない，こんなことも�

知らない〉大学生に遭遇�し�た話が座を盛り上げる。�

その話を聞いていた，あ�る有名私立中学の英語の�

先生が言う。�「冗談で�し�ょ，�それ�じ�ゃ，�うちよりひ�

どい�じ�ゃないですか」ある大学�の先生がすかさず�

応�じ�る。�「そうだよ，be動詞の�『過去形』�だなんて�

言�っ�た�っ�て�無�駄�だ�か�ら，�『昔�の�こ�と�を�言�う�と�き�に�

は，is は was になります』�と説明する先生だって�

いるんだ。�」�

　そんなわけで，いわゆ�る一般教養のテキス�ト�は�

高校の検定教科書よりも�やさ�し�くなった。大きな�

活字，大きな写真やイラ�ス�ト�の薄っぺらいものに�

なった。進む量も１講義�でせいぜい見開き２ペー�

ジくらい。�し�かも，週１回の授業。効�果など期待�

できようもない。内容的�には，以前のような文学�

作品は敬遠され，主流は�「実用英語」である。と�

　少子化による全入時代。�高校も大学も推薦。�ペー�

パー試験を受けずに大学ま�で進める。つまりは，�

入�試�に�よ�っ�て�守�ら�れ�て�き�た�英�語�力�の�基�準�が�な�く�

なった。どこかで歯止めを�かけないと，いくら小�

学校から英語を教えようが�，コミュニケーション�

重視の授業を行おうが，�大学でまた，�初歩的な�「実�

用英語」でお茶を濁すこと�になる。�

　今の自分の授業は恥ずか�し�くて，とても部外者�

には見せられない，とは某�大学英語教師の言葉。�

痩せても枯れても相手は大�学生，プライ�ド�だけは�

傷つけてはならない。予習�を�し�ていないからと叱�

責�す�る�わ�け�に�も�い�か�な�い。学�生�に�よ�る　�「�授�業�評�

価」がある。ボーナス査定�に響く。こんな理不尽�

がまかり通るのが，今のホ�ス�ピ�タリティ産業化さ�

れた�大学。Customers are always right.なら�ぬ，�

Students are always right.で�あ�る。よ�っ�て，�「教�

育」�は存在�し�ない。そこで，�「わからなくても仕方�

な�い�ん�だ�よ，君�た�ち�が�悪�い�わ�け�じ�ゃ�な�い�ん�だ�か�

ら」と優�し�く慰めながら，不定詞の三用�法の例文�

なんかを板書する。それも�，筆記体で書くと授業�

評価で「字が汚い」と批判�されるので，ブロック�

体でできるだけ大きく丁寧�に書く。そんな姿は，�

もちろん見られたくない。�

（明海大学教授　小林　�健）�

英�語�教�育�時�評�

投稿�を�歓迎�し�ま�す�

　英語教育に関する問題提起，実践報告�，研究などの�
投稿をお待ち�し�ております。締切は特にありませんが，�
本誌は今後，9�月，2�0�0�8�年1�月，3�月，5�月にそれぞれ発�
行の予定ですので，原稿到着の時点で掲�載号を決めさ�
せていただきます。規定は以下のとおり�です。ご不明�
の点は編集部までお問い合わせください�。�
　①　�2�2�字詰×7�2�行以内�（本文分量）�
　②　�二重投稿はご遠慮ください。�
　③　�採用分には薄謝を進呈いた�し�ます。�

1�6�

大�学は�Remedial?

言っても，�高校のOral Communicationの�焼き直�し�

程度。外部の資格試験や検�定試験対策を「実用」�

「実践」�の名のもと，カリキュラム�に入れ込んでい�

る大学もあるが，学生の基�礎力がないから効果が�

出ない。一方，学生は電子�辞書持参。指されて初�

めて辞書を叩く。スクロー�ルが面倒だから第一義�

し�か見ない。�結果，�General MacArthurを�「一般的�

な」マッカーサー，と訳す�有様。�


